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1　は　じ　め　に

八戸平原開拓をはじめ，岩手県北から青森二八地方の新

規造成畑においては，表し扱いされた火Il仮し蟻のリン懐

改良，ち密粘質な下層上の透排水性向卜や作上層の拡大，

除礫などが営農卜の課題となっている場合が多い。既存の

改良法及び作物選択によってこの解決は可能であるが，リ

ン酸改良資材費の負担増や堆厩肥確保の国難性から，より

安価で手軽な上境改良法が求められている。また．地域に

豊富に存在するブロイラー鶏ふんは，零素やカリの含有率

が高く，作物に利用する場合にごく少量の施用に限られて

いる（前報までで報て1テ）。そこで巨造成tlli後の開発畑を対

象に，ブロイラー鶏ふんの多見施用と緑肥の生席・すき込

みの組合せによって，土壌改良資材の節減，粗大有機物の

系内生産及び鶏ふん多星施用に伴う作物の障害のlHH壁が可

能であることを実証したので報告する。

2　試　験　方　法

‖）試験場所　八戸平原開拓第121二区，岩手農試県北分場

（2）使用した鶏ふんの特惟

供試

年 次

敷料の

種 板

堆積

月数

l 水分

（％）

現物 当 り養分含有率 （％）

N　 P 20 5 K 20 篭 雲昌

1988 オガクズ 0 ．5 3 3．1 2．8　 1．2　 1．1　 0 ．4

1989 オガクズ 6 56 ．4 1・7　 2・0 1・2　 ＿二

（3）栽培時期及び調査時期

体 系 緑 肥 播 種 す き込 み あ　 と　 作　 物

a 7 月 25 日 9 月 24 日 レタ ス ー→ブ ロ ッコ リー

b 10 月 4 日 5 月 3 1 日 ス イ ー トコー ン

C 5 月 31 日 8 月 8 日 ブ ロ ッ コ リー

（4）供試作物（品秤）及び揺拝見（kg／10a），戯柄密度

ソルガム（緑肥ソルゴー）8；ヒエ（赤ヒエ）1．5及び2

ライ麦（ェルポン）8；小麦（コユキコムギ）10；カラー

ドギニア，2；グッタンソバ．畑エン麦（l打進）川；ブ

ロッコリー（ハイツ．緑嶺）357株／a

－153

レタス（マイレタス．ユニバース）833株／a

スイートコーン（ピーターコーン）370株／a

（5）試験年次1988年～1989年

3　試験結果及び考察

（1）7ノ日、▲旬造成完／，鶏ふんを施用し，9月卜句まで

緑肥を年産，すき込みし，習春から露地野菜を導入する体

系（体系a）を検討したところ，緑肥として最も生育が甲

く，生育鼻も多かったものはヒ工であり，次いでソルガム

であった。また－　グッタンソバはソルガム舶こ生育が早く，

逆にカラードギニアは初期／巨市が緩慢だが播秤後60口以卜
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図1　各島朋巴の生産星の推移
（鶏ふん3t／10a）
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図2　鶏ふん施用后と緑肥／ト産星
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ではソルガム膿の／巨草重となったことから，これら作物も

緑肥としての利川が有効と思われた（医It）。

鶏ふんの施用臼は緑肥牡鹿旭及び緑肥の養分吸収星から
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みて3t／10aでl‾分と思われるが，l二域の有効態リン酸

ぐrruog）や後作物の／l二百からみると6t／10aまでの施用

が可能である。その際，8mg（Truog／100g乾l二）程度

原土　0　　　3　　　6　　　　原土　0　　　3　　　6

鵠ふん施用呈（t／10a）　　　　壇ふん施用態（t／10a）

図3　卜壊養分の推移

の有効態リン酸の富化が認められた（図2，3）。

（2）9月下旬に鶏ふんを施用，習年5月中卜旬まで緑肥

を生産，すき込みし，6月から露地野菜を導入する体系

（体系b）を検討した。鶏ふんの施用出は2～8t／10aで

ライ麦の生産墨の発は小さく，後作物の生産や十壌養分の

変化などからみて4tで十分と判断された（図4）。生草窮

は6－7t／10aとなったが，l避ボトムプラウでのすき込

みにおいて．ト分なすき込み状態にならず，その後のマル

チング作業に支障をきたした。牛¢重3t以卜では十分な

すき込みが吋能であった。
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図4　冬作緑肥の生産一足の推移

（3）5月卜旬鶏ふんを施用，711卜句から8月上†1Jまで

緑肥を生産，すき込みし，8ノ廿中旬から露地野菜を導入

する体系（体系C）を検討した。ヒエ及びソルガムは出芽

が悪く．ギニアグラスも初期生育が劣ったが，梅雨明け後

の生育が著しく，5t／10aを越える牛革重となった。ダッ

タンソバは初期／ト帝が早く，乾物重は小さいものの．すき

蟻
換
佐
竹
頑
帽
圭

5
0
　
　
　
0
0

込みがしやすいことから∴短期間の緑肥としては有利であ

る。鶏ふんの施用畠は，後作のブロッコリーの収星や土壌
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鶏ふん使用量（春施用t／10a）
ヒエ　　　　　118　　622　　　　727

カラードギニア　56　　紗9

緑肥すき込み量（凰乾垂kあ／10a）

図5　夏作緑肥すき込み後のブロッコリーの収包

遵分の推移から，2t／10aで十分と判断された（図5）。

（4）体系の評価

これら3体系を試算評価したところ，従来法により有効

憩リン駿8mg（Truog／100g乾上）改良堆厩肥の購入

施用した場合と比較し．作業上程で3日，期間で60日程度

多くかかるが．壬に賢材費（リン酸改良資材費及び購入堆

厩肥）の節減により．ha当り約10～20万円の経費節減に

なるものと思われる。

なお，この処理は造成直後1回のみとし，その後は既成

畑と同様に土壌診断にもとづく避止な土壌管理を行うこと。

4　ま　　と　　め

造成直後の畑において，ブロイラー鶏ふんの多望施用と

緑肥生産を組合せることにより，安価に畑＿1二蟻の養分富化

と有機物確保がはかられ，露地野菜の導入が可能であるこ

とを美許した。
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